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「
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ

ョ

ン
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、

世
界
も
日
本
も
い
ま
大
き
な

変
動
の
波
に
洗
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
先
に
い
か
な
る
社

会
・
経
済
の
姿
を
描
く
べ
き

な
の
か
、
そ
れ
が
深
く
問
わ

れ
る
い
ま
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
場

で
あ
る
社
会
の
基
盤
と
し
て

の
「
経
済
」
を
学
ぶ
こ
と
に

は
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
だ
け
に
、
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
社
会
・
経
済
の

動
向
を
「
自
分
の
目
」
で
確

か
め
る
能
動
的
な
姿
勢
を
ぜ

ひ
と
も
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
「
素
直
な
問
い
」

を
し
な
や
か
に
発
し
て
み
る

こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
「
そ
も
そ
も
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何

な
の
か
？
」
「
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
な
ぜ
、
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
進
行
し
て
い
っ

た
の
か
？
」
「
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
正
の
側
面
と

負
の
側
面
と
は
ど
の
よ
う
に

絡
み
合
っ
て
い
る
の
か
？
」

等
々
、
確
か
め
て
み
る
べ
き

問
い
は
際
限
な
く
連
鎖
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
い

に
、
自
分
な
り
に
説
明
を
与

え
て
み
よ
う
と
発
想
す
る
と

こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
、
能
動

的
な
思
考
も
芽
生
え
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

変
動
の
激
し
い
「
経
済
」

の
多
様
な
諸
側
面
を
と
ら
え

る
た
め
に
、
経
済
学
科
と
し

て
「
歴
史
と
発
展
」
「
福
祉

と
環
境
」
「
企
業
と
情
報
」

「
市
場
と
政
府
」
と
い
う
４

つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
国

際
経
済
学
科
と
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
・
ア
ジ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
「
地
域

研
究
」
お
よ
び
環
境
・
民
族

・
宗
教
等
を
対
象
と
す
る

「
問
題
群
研
究
」
を
中
心
に

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の

所
属
を
足
場
に
し
て
「
能
動

的
な
思
考
」
を
い
っ
そ
う
鍛

え
て
い
く
た
め
の
学
修
環
境

づ
く
り
に
、
経
済
学
部
の
総

力
を
拳
げ
て
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
略
歴
・
横
顔
】
一
橋
大
学

大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得
退
学
。
工
学

院
大
学
、
明
治
大
学
講
師
な

ど
を
経
て
、
２
０
０
１
年
本

学
教
授
。
専
門
は
社
会
的
経

済
・
社
会
運
動
論
。
「
社
会

の
中
の
経
済
の
あ
り
方
を
自

分
の
目
を
頼
り
に
考
え
続
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

す
。
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
観

戦
。
長
野
市
出
身
。
６３
歳
。

ば

ば

す
ぎ

お

馬
塲
杉
夫
経
営
学
部
長

任
期
満
了
に
伴
う
３

学
部
長
の
改
選
が
、
各

学
部
教
授
会
で
行
わ

れ
、
経
済
学
部
長
に
内

山
哲
朗
教
授
、
文
学
部

長
に
廣
瀬
玲
子
教
授
、

人
間
科
学
部
長
に
山
上

精
次
教
授
が
選
出
さ
れ

た
。
経
営
学
部
長
の
馬

塲
杉
夫
教
授
は
再
任
さ

れ
た
。
任
期
は
い
ず
れ

も
本
年
９
月
１
日
か
ら

２
年
間
。
新
任
の
３
教

授
に
学
部
の
在
り
方
、

求
め
る
学
生
像
な
ど
を

お
聞
き
し
た
。

「
文
学
」
は

古
い
中
国
語
で

は
学
問
全
般
を
表
す
言
葉
。

ま
た
、
「
文
」
に
は
模
様
や

飾
り
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
夜
空
に
耀
く
星
が
天

文
。
山
や
川
、
森
林
や
砂
漠

が
大
地
に
描
く
の
が
地
文
。

そ
し
て
天
地
の
あ
い
だ
に
生

き
る
人
が
織
り
な
す
模
様
と

は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
で
あ

り
、
文
字
や
言
語
が
そ
の
核

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
文
学
」
や
「
文
」
に
は

本
来
こ
う
し
た
広
い
意
味
が

あ
る
の
で
す
が
、
専
大
文
学

部
は
ま
さ
に
そ
の
名
に
ふ
さ

わ
し
い
学
部
で
す
。
７
学
科

と
多
彩
で
他
学
科
の
科
目
も

選
択
で
き
る
の
で
、
学
生
は

幅
広
い
視
野
を
養
っ
て
い
ま

す
。文

献
を
読
み
、
現
場
に
足

を
運
び
、
人
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
、
深
い
思
考
を
経
て
自

ら
の
言
葉
に
よ
っ
て
成
果
を

表
現
す
る
。

こ
う
し
た
総
合
的
な
言
語

能
力
を
高
め
る
た
め
に
少
人

数
教
育
に
力
を
入
れ
、
全
て

の
学
生
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
学

び
卒
業
論
文
か
卒
業
研
究
を

完
成
さ
せ
ま
す
。
そ
の
過
程

で
培
わ
れ
た
知
性
と
自
信

は
、
未
来
を
切
り
開
く
力
と

な
る
も
の
で
す
。

学
生
に
は
人
と
関
わ
る
力

を
身
に
つ
け
、
読
め
る
だ
け

で
も
い
い
の
で
何
か
し
ら
外

国
語
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
。

成
り
立
ち
や
発
想
の
異
な
る

言
語
で
多
面
的
に
と
ら
え
る

こ
と
で
、
見
え
て
く
る
も
の

が
あ
る
か
ら
で
す
。

「
仁
」
と
い
わ
れ
て
も
ぴ

ん
と
こ
な
い
と
し
て
も
「
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
（
人
間
ら

し
さ
）」
と
置
き
換
え
れ
ば
、

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
せ
ん

か
。
２
つ
の
言
語
を
行
き
来

す
る
こ
と
で
世
界
が
広
が
る

ん
で
す
ね
。

人
と
し
て
の
総
合
力
を
身

に
つ
け
る
学
部
で
あ
る
こ
と

を
発
信
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
略
歴
・
横
顔
】
東
京
大
学

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
１

９
９
７
年
本
学
助
教
授
、
２

０
０
３
年
教
授
。
専
門
は
中

国
文
学
。
０６
年
パ
リ
に
在
外

研
究
留
学
。
父
親
の
転
勤
が

多
く
、
高
校
ま
で
は
何
度
も

転
校
し
た
。
米
国
滞
在
中（
中

２
か
ら
高
１
ま
で
）
は
現
地

の
学
校
に
通
っ
た
。

心
理
学
と
社

会
学
の
２
学
科

か
ら
成
る
人
間
科
学
部
は
、

実
証
的
な
学
習
を
中
心
に
据

え
て
い
ま
す
。

学
部
誕
生
か
ら
５
年
目
を

迎
え
、
前
任
の
宇
都
榮
子
教

授
の
采
配
に
よ
っ
て
確
立
し

た
路
線
を
継
承
し
、
展
開
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「

心
」
の
仕
組
み
を
実
験

や
観
察
に
よ
っ
て
確
か
め
る

実
験
心
理
学
と
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
な
ど
の
実
践
に
取
り

組
む
臨
床
心
理
学
。
こ
れ
ら

を
総
合
的
に
学
ぶ
心
理
学

科
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
重
点

を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象

を
見
聞
き
し
、
考
え
、調
べ
、

分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社

会
の
中
の
人
間
相
互
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
社
会
学

科
。
い
ず
れ
も
面
倒
見
の
い

い
教
員
の
も
と
、
行
き
届
い

た
少
人
数
教
育
を
実
践
し
て

い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。そ

の
２
学
科
の
独
自
性
を

生
か
し
、
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
学
習
成
果
が
高
ま
る
よ

う
、
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面

と
も
に
学
び
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。
一
例
と

し
て
、
時
間
外
や
休
日
の
実

習
室
使
用
の
拡
大
が
拳
げ
ら

れ
ま
す
。
運
用
面
の
工
夫
一

つ
で
学
習
効
果
は
上
が
る
の

で
す
。

ま
た
、
教
員
が
で
き
る
だ

け
多
く
の
時
間
を
学
生
の
た

め
に
使
え
る
よ
う
「
人
」
と

「
時
間
」
の
有
効
活
用
も
大

切
で
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ

ツ
と
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

物
事
に
取
り
組
む
時
に
常

に
「
実
証
す
る
」
と
い
う
考

え
方
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

―
―
学
生
の
皆
さ
ん
に
望
み

た
い
こ
と
で
す
。

【
略
歴
・
横
顔
】
東
京
大
学

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
心

理
学
専
修
課
程
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。
１
９
７
９
年

本
学
文
学
部
講
師
。
助
教
授

を
経
て
８９
年
教
授
。
２
０
１

０
年
人
間
科
学
部
創
設
に
よ

り
同
学
部
教
授
。
専
門
は
発

達
心
理
学
。
趣
味
は
土
い
じ

り
。
群
馬
県
片
品
村
で
２５
年

ほ
ど
前
か
ら
畑
作
業
を
続
け

る
。
試
行
錯
誤
の
末
「
よ
う

や
く
思
う
よ
う
な
土
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
独

特
な
触
感
と
日
が
当
た
る
際

の
匂
い
に
接
す
る
と
苦
労
が

吹
き
飛
び
ま
す
」
。
そ
れ
で

も
収
穫
は
良
い
時
ば
か
り
で

は
な
い
。
「
教
育
現
場
と
同

じ
で
す
ね
」
。
広
島
県
福
山

市
出
身
。
６６
歳
。

多
摩
区
３
大
学

コ
ン
サ

ー

ト

川
崎
市
多
摩
区
に
立
地
す

る
専
修
、
明
治
、
日
本
女
子

の
３
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
２
０
１
４
多
摩
区
３
大
学

コ
ン
サ
ー
ト
～
水
と
緑
と
学

び
の
ま
ち
～
」
（
主
催
∥
多

摩
区
・
３
大
学
連
携
協
議

会
、
川
崎
市
多
摩
市
民
館
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
∥
１０
月
４
日
（
土
）

１４
時
開
演
▽
場
所
∥
多
摩
市

民
館
ホ
ー
ル
▽
出
演
∥
マ
ン

ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
（
専
修
大

学
）
／W

i
n
d
O
r
c
h
e
s
t
r
a

（
明
治
大
学
）
／
フ
ォ
ル
ク

ロ
ー
レ
愛
好
会
（
日
本
女
子

大
学
）。
入
場
無
料
。


多
摩
区
役
所
企
画
課
☎
０

４
４
・
９
３
５
・
３
１
４
７

人
文
科
学
研
究
所
第
３
回
公

開
講
演
会

▽
日
時
∥
１０
月
１３
日
（
月
）

１６
時
４５
分
～
▽
場
所
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
１
０
１
教

室
▽
テ
ー
マ
・
講
演
者
∥

「
カ
リ
ブ
海
地
域
に
お
け
る

演
劇
と
言
語
―
ポ
ス
ト
コ
ロ

ニ
ア
ル
の
現
代
か
ら
」
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ボ
ゥ
（
ジ
ャ
マ
イ

カ
の
詩
人
、文
学
者
、文
学
評

論
家
）
※
通
訳
∥
松
田
智
穂

子
経
済
学
部
講
師

□申

人
文
科
学
研
究
所

E-

M
a
i
l
:
j
i
n
b
u
n
@
i
s
c
.

s
e
n
s
h
u- u

.
a
c
.
j
p

大
学
院
公
開
講
座

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
「
経
済
学
の
基

礎
で
読
み
解
く
経
済
問
題
」

金
融
、企
業
、国
際
経
済
、

国
際
金
融
の
４
分
野
に
お
け

る
経
済
学
の
基
礎
を
解
説
、

現
代
の
経
済
問
題
を
読
み
解

く（
全
４
回
、
聴
講
無
料
）。

▽
期
間
∥
１０
月
３
日
～
２４
日

の
毎
週
金
曜
日
▽
時
間
∥
１８

時
３０
分
～
▽
場
所
∥
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽
講

師
∥
石
原
秀
彦
／
宮
本
光
晴

／
伊
藤
恵
子
（
以
上
、
経
済

学
研
究
科
教
授
）
／
大
倉
正

典
同
准
教
授

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
「
日
本
経
済
の

展
望
‥
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
後
の

ス
テ
ー
ジ
」

日
本
経
済
の
重
要
課
題
に

焦
点
を
当
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
後
を
展
望
す
る
（
全
４

回
、
聴
講
無
料
）。

▽
期
間
∥
１１
月
７
日
～
２８
日

の
毎
週
金
曜
日
※
時
間
・
場

所
は
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
と
同
じ
▽

講
師
∥
櫻
井
宏
二
郎
／
田
中

隆
之
／
中
野
英
夫
／
西
岡
幸

一
（
以
上
、
経
済
学
研
究
科

教
授
）

□申
大
学
院
事
務
課E- M

a
i

l
:
g
k
o
u
z
a２

２
@
a
c
c
.
s
e
n

s
h
u
- u
.
a
c
.
j
p

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
公
開
講
座
「
歴
史
を
紐
と

く
」「�

モ
ノ
�
か
ら
探
る
日

本
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
、

モ
ノ
に
秘
め
ら
れ
た
事
実
を

明
か
す
（
受
講
無
料
）。

▽
開
講
日
∥
１０
月
５

日

（
日
）、
１１
日
（
土
）、
２５
日

（
土
）
の
３
日
間
▽
時
間
∥

１０
時
３０
分
～
▽
場
所
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
３
０
１
教

室
▽
講
師
∥
荒
木
敏
夫
文
学

部
教
授
／
土
生
田
純
之
文
学

部
教
授
／
湯
浅
治
久
文
学
部

教
授
／
川
村
晃
正
商
学
部
教

授
／
新
井
勝
紘
文
学
部
教
授

／
永
江
雅
和
経
済
学
部
教
授


エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
事
務
課
☎
０
４
４
・
９

１
１
・
１
２
６
８

太
平
洋
に
散
っ
た
人
気
歌
手

う
え
は
ら
び
ん

―
上
原
敏
没
後
７０
年
記
念
展

―
戦
前
、
流
行
歌
手
と
し
て

ふ
う

び

一
世
を
風
靡
し
た
上
原
敏

（
昭
９
経
学
）
。
専
大
在
学

中
は
野
球
部
で
活
躍
。
激
戦

の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
散
っ
た

上
原
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
生

涯
を
、
貴
重
な
写
真
、
レ
コ

ー
ド
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
と
と

も
に
紹
介
す
る
。
本
人
直
筆

の
軍
事
郵
便
の
展
示
も
。
無

料
。

▽
日
時
∥
１０
月
１７
日
（
金
）

～
２６
日
（
日
）
１０
時
～
１７
時

（
会
期
中
無
休
）
▽
会
場
∥

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館
今

村
力
三
郎
記
念
ホ
ー
ル


大
学
史
資
料
課
☎
０３
・
３

２
６
５
・
５
８
７
９

大
野
平
吉
氏
（
お
お
の
・

へ
い
き
ち
）
・
元
法
学
部
教

授
８
月
１０
日
、
８５
歳
で
死

去
。
１
９
８
３
年
か
ら
９９
年

ま
で
在
職
。

担
当
は
「
刑
法
総
論
」。

加
藤
安
彦
氏
（
か
と
う
・

や
す
ひ
こ
）
文
学
部
教
授

８
月
１７
日
、
５８
歳
で
死

去
。
２
０
０
３
年
か
ら
在

職
。
文
学
部
日
本
語
学
科
長

な
ど
を
務
め
た
。

主
な
担
当
は
「
日
本
語
の

ご

い

語
彙
・
意
味
」。

経済学部長

うち やま てつ ろう

内山哲朗

現
在
の
経
済
、社
会
に

�
素
直
な
問
い
�を

公
開
講
座
情
報

文学部長

ひろ せ れい こ

廣瀬玲子

総
合
的
な
言
語
能
力
で

未
来
を
切
り
開
こ
う

新任学部長に聞く新任学部長に聞く
人間科学部長

心
の
仕
組
み
、社
会
…

実
証
す
る
考
え
方
を

やま がみ せい じ

山上精次

訃

報
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